
C O N T E N T S

第3章　「宇
そ ら

宙の衛
ホ シ

星」への飽くなき好奇心のままに…
1. 『2つのマジックボックス』の出版
2. アルカディア・アソシエイツ社のエグゼクディブ・コンサルタント時代
3. 衛星システム総研の代表として独立
4. 驚異的な躍進を続けるルクセンブルグのSES社
5. ブータンとモンゴルを初訪問

5-1.  隣国インドより日本を選んだブータン
5-2.  モンゴル衛星の夢は叶うのか

6. アジアのダークホース
―シン・サテライト社とミアサット社

6-1.  アジアで衛星放送と衛星ブロードバンドを牽引したシン・サテライト
6-2.  アジアからアフリカ市場への進出を目論むミアサット

7. スカパーJSATの拠点にもなっているハワイ・パシフィック・テレポート　
8. ユニークな進展を見せたインドネシア、韓国、香港

8-1.  アジアのパイオニアとしてのインドネシア
8-2.  日本に追いつけ、追い越せの韓国
8-3.  アジアにおける「衛星トライアングル」の一角を担う香港

エピローグ
〜人生は「目標と基盤と方法のマジック」〜

資料編

「世界の衛星通信・衛星放送業界の現状と動向」2002年〜2011年
（『衛星通信ガイドブック』より抜粋）
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プロローグ
〜上を向いて心の拍子木を打ち鳴らしながら〜

第1章　衛星と出会い、衛星通信事情の調査に世界各地へ
1. 「アラブサット」衛星との出会い
2. 決意と共に新天地に挑む

―住友商事での新しい挑戦

3. 転機をもたらした「中東・欧州地域、通信・放送衛星調査団」
4. 貴重な「中東・欧州地域、通信・放送衛星調査団」出張報告書
5. 「欧州VSATシステム調査団」で学んだこと
6. 「VSAT1990」会議の3つのお土産

―スイスのロイク・テレポート、SES、フランスのユーテルサット

7.「小が大を制す」
―ルクセンブルグで学んだレッスン

8.「情報通信ブレティン（ISCSブレティン）」の思い出

第２章　日本の衛星ビジネス立ち上げに奔走
1. 総合商社の戦場と化した衛星通信業界
2. サテライトジャパン（SAJAC）に出向
3. 日本サテライトシステムズ（JSAT）が誕生
4. JCSAT-3の思い出

―宇宙でのパラリンピック長距離走に挑んだ衛星

5. JCSAT-4、JCSAT-5、JCSAT-6、JCSAT-7の思い出
5-1.  JSATの「救世主」となったJCSAT-4
5-2.  JCSAT-5は、アメリカとフランスの「ミックス衛星」
5-3.  衛星放送初期時代の「申し子」となったJCSAT-6
5-4.  JCSAT-7は「仲良し衛星」
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My 30 years charmed with the satell ite in the Space !

98

スコでの3年間にわたる駐在を終えて帰国したばかりの
1969年に、アポロ11号が月面着陸を果たしたというニュー
スに接し、少し心が躍ったくらいであった。

本書ではまず、1984年の夏、中東ブームに湧くサウジア
ラビアで、初めて「アラブサット」という衛星に出会ってから

「住友商事・コムサット・ジョイント・オペレーション・セン
ター」、「サテライトジャパン」、「日本サテライトシステムズ

（現在のスカパー JSAT）」といった活躍の場で、筆者がつむい
だ縦糸と横糸をたどり、その劇的な歩みを時系列的に整理し
てみた。

その後、1999年9月末に「日本サテライトシステムズ」を
退職し、「アルカディア・アソシエイツ」と「衛星システム総研」
で、引き続いて衛星ビジネスに関わった。大きく様変わりし
た新しい舞台で、今日まで直面した数々のエピソードや体験
談を後半に盛り込んだ。少々大見得を切って言わせてもらえ
ば、地上3万6,000kmに居を構える「宇

そ ら

宙の衛
ホ シ

星」についての
物語に仕上げたつもりである。

本書を執筆すると決めた2015年の年頭に、業界の関係者
や友人から頂いた年賀状には、「まだ、宇宙の“浮動産”に居
座ったままですか」「“ホシ屋さん”にエールを送ります」「今
年は、衛星による4K8Kの直球勝負の年ですね」「衛星最前線
に新風を期待します」といった問いかけや激励が多かった。

プロローグ
〜上を向いて心の拍子木を打ち鳴らしながら〜

1984年の夏、筆者は初めて「宇
そ ら

宙の衛
ホ シ

星」と出会った。そ
れまで何度も「坂の上の雲」を眺めたことはあるが、真剣に
なって「雲の上の衛星」にまで思いを馳せることはなかった。
1957年に打ち上げられたロシアの「スプートニク1号」やそ
の翌年にアメリカが投入した「エクスプローラー１号」の快挙
については、高校・大学時代のかすかな記憶として残ったま
まである。

1962年に住友商事に入社して、国際営業に携わる商社マ
ンになったので、飛行機には数えきれないほどたくさん乗っ
たが、その遥か上を周回する「宇

そ ら

宙の衛
ホ シ

星」にまで考えをめぐ
らすことはほとんどなかった。あえて言えば、サンフランシ


